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雷鳥調査によせて思う

oiこくみ合い愛し合う

最近までテレビに｢幌馬車隊囲え行く｣という好番組

があった｡その歌詩に感銘深い一節があるo ｢･･････隊長

アダムスの指揮の下,時にはにくみ,また愛し合う･･･-

｣である｡間合いのない夫婦や親子の関係によくみられ

るが,私とも館員や館外の同志一同の間もそうである｡

みな私が大町高校に勤めていた頃の生物グラフに所帳し

ていた教え子達であり,鮎設運動から今日まで'計上五

ヶ年の長年月を瑳食をともにしてきた連中だからだ｡も

うきってもきれない深いエニシにつながっている｡互い

に骨の髄まで知りつくしており,変すればこそのムチを

互にきびしく与えあってきている｡近ければこその暴言

も飛び交い,時にはいきり立ってにくみ合うこともある

9月16日(土)のことである｡その日は午後3時より

昭和36年度の第二回日の山階運営審議会が開かれる予定

であった｡土曜日ではあったか長野の学校では講勘まな

く,その他の雑件は前日に処現しておいたので,私が山

博に出向くことは問題なかったが,前校既に台風が上陸

する見込みが報せられており, 16日の早朝には･同夕刻

には長野県下を通過することが確実になっていた｡そこ

で長野を出発する前に山階に駕話したところ｢台風下で

も予定通りやる｡ ｣という｡実は本年度不足する雷鳥の

調査費などを審議する市議会が, 18日(局)から開かれ

るというのに,館員の要望にもかゝわらす'運営審議会

に先にかけてからという常識が,いまだに果されておら

なかったのである｡それがようやく前日の16日に開ける

段とりになったのだから,多少の無理でも開こうという

のである｡私はどういう理由でも台風下では中山すべき

だと考えていたが,私の知らないもろもろの理由がある

のだろう｡時にはすなおに若い連中のいうことも聞いて

こ　と

羽　田

やろうと,ワイフが止めるのもふり切って出発した｡大

町につき,中食もそこそこにして,午後1時Ⅱ日割こ着い

た｡究づ会場となる講堂をみると2時間後に会議が始ま

るというのに,全然シタクがなされていない｡私はカソ

となり, ｢どうした｡シタグが全然なされていないでは

ないか｡ ｣と大潟をくわせながら事務室を始めてのぞく

｢実は本日の会議はlLめようかと思うが'とうでしょう

｣ときた○

私は過去15年間延何千人もの教え子を引きつれて何百

回も登山しているが,遭難はおろか,小事故でも起こし

た事のないのを自慢にしている男である｡その代りに最

悪の事態に備え,絶体無理をしないということを信条に

してきている｡彼らにもその精神が移っている筈なので

ある｡ ｢だから長野を立つ前にいったちやないかo台風

予報は絶体だ｡どんな急を要する会議でも今回は中止に

すべきだ｡私などとうでもよい｡今からでも遅くないか

ら至急中止にしよう｡ ｣とやせがまんする｡匝ちにあと

2時間後に予定されている会議の中止方の連絡が委員に

とられた｡しかし既に家を離れておられ'連絡のつかな

かった数名の委員の万々が暴風雨をついて登ってこられ
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たが,全く申しわけのない不仕末をしでかして

しまった｡私も3時10分で唾ちに長野に引き返

したが次第に激しくなる台風とともに長野に

舞い込んだような状態で散々の目にあわされた

○関係書は皆ノイローゼ
口論をする時にはできるだけニクニクしい言

葉を探したさないことにはうま味がない｡大切

な1日をむだにされたので,ハスの時間がくる

まで館員の1人1人にやつあたりを始める｡い

た者はとんだ貧乏くじを引いたというものだ｡

春先き,重富くまい上ってオス同志の怠わぼ

り争いが展開される｡またオス･メス同志の飛

しようもみられる｡
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メスの産卵後,抱卵を始め

るとオスは樹上または岩上で

自分のなわぼりきまもり,響

戒を続ける｡

｢今朝長野から電話した時,

前回の運営審議会で要望のあ

った針ノ木自然園の計画を委員の万に知らせるための図

表は間に合っているかと聞いたら,お前はそんな夢物語

を知らせても仕方がないといったが,どういうわけだ講

話のそばこ相談にきていた更鹿市の部誌の先年がおられ

たので,ウウウとうなっただけにしておいたが全くけし

からん｡自然園ができなければ小樽の本当の機能は果せ

ない｡現状維持は分っているようにジリ貧で兜館になる

したがって自然園を実現するか杏かは小樽の生か死かの

切りふただ｡しかも厚生省や県も全面的に後援してくれ

ているし,大町でも既に再起になっている｡この騨虫を

まつさきに推進すべき館員自身が,他人ことにしている

と一ま何事だ｡ ｣とやっつける｡その館員は自然園を胸隼

するこどこ日頃一番苦労している学芸嶺だが'一戦･D後

や割くと,自然園の髄鯨が未だに理解できないでいる超

時代的なスジから,会議に自然園を持ちだすことに聞合

が入り,板ばさみとなり,私の電話にわざとソッケンド

ンにあたったことが分った°

.次に別の学芸員にはこ先を帥ナる｡ ｢字芸員だけの雷

鳥調査こ移ったら中風病しみたようで研究はストッフし

てしまった｡今,帖こ高橋が一人でいて研究物ができる

ものか｡お前は新婚ホヤホヤをいいことにして' ~予定さ

れた登山をしないのはけしからん｡ ｣と一発落す｡被は

最近気が:l'l'.っているので,まっていましたと言白月こ世襲

してきた｡ ｢雷鳥調査は既に諒字だ｡また私費で行くに

しても,館員が少い上:二伸祉さんの後仔がまだきまらな

いので動物飼育も重なり,計画通りに登れないのた｡こ

っちこそ先生にもんくがあるんだ｡｣とリンカンに怒り妬

める｡ ｢金くそJ)通りだ｡お互いに拐ってしまう｡ ｣と

いう,わけで,一理霊たちまちとり下げてともに憤慢やる

力なく,天.))-(･'Jをにろむのみ｡こし)_)I-芋''･芸=-詰ま辛力もi事'

り,こまめに圧~畠こ打ちここ｡る男で, i'i芸賞)_)L年で言上-I

番人申日数そ,多い｡し;Jtがって常に危族).)多いア/レフ,7

二人I_しけるf)でいつも離礁).)喚さんを烹あ.'*らさせて,10-

り,また家を明けることが多いf)｢斗帥帥)人が奥さんを

｢.訊〝‡未亡人｣といって聞古してぐ汀こいるほどである

i用こ入ることが仕専こなってしまっているわれわれよお

TI戸.,＼Dことで,これも_I_うしようも掠､ヽ｡

抱卵を続けるメス, 6月中旬, 5-7コの赤褐色の斑

のある卵をうみ, 25日前後の抱卵をへてひねがかえる｡

一体雷鳥の生宿史の調査はどえらい仕事である｡たと

えは人間が朗起きてアクビを何回何時にしたという所か

らねんねするまでの一日中の行動を,相手に気つかれぬ

ように追いつづけて記録をとらねばならないのに似てい

る｡これを-ヶ年連続してはじめて完成に到るので,例

の下伊那の大洪水をもたらした二十数日の豪雨下にも一

目も休めなかったし,ましてやがてくる猿吹雪と酷寒零

下数十質の冬山にも断乎として入山しなければならない

のである｡正に人間の忠志や体力と自然の猿城との闘い

に従事しているのである｡したがって常時最低5人は連

続して入用していなければならす,多い時には7月初旬

に16名が入山した例もある｡しかしながら調査員はみな

夫/雄的易や学業や通常の館勝があるので,誰でも常時入

用しきっているわけには行かない｡したがって絶えす交

代入用をしなければならぬので下界には莫大な予備軍を

備えることが必要で,いわゆる人海作戦になる｡このよ

うな大規模な長期に亘る連続的な徹底した調査は国の内

外に未だかつて捌かないので,マスコミも取り上げるV'

は無理がないのた｡こころみに五月から八月末までの入

山数をみると,参加人員は33名で,延580となるが'調

査員が4名で延20日,館員が4名で延100日'銭りの25

名の延460日が私及び私LD配下の雷鳥の埜諭半生2名妓
-IC･予,偶革といつでま失礼だが,お手伝の学生たちである

I-i.,到,･地-こいて遊離を心配しながら指揮をとっているよ

言　浮つ･こ.[詰己していた力が気からくで,ヒマを見つけ

て-土人iLIしているので,入i｣個数は一番多いかも知れな

い｡もっとも何から何まで胎めての雷鳥の生活史の調査

で5-.,どこに法規があるか分らす,転期毎に新たな観察

目標,:.--台,,口まねはならないからだ｡ところで人海作戦･ま学

生が好都合である｡上記の割合をみても館員が少い現状

では圧むをえす摺してくる｡私).)i旧＼の半生は33名いる

浴,ノ謹-:という身分-まシー､･ハマまLFliも時間に白山がある

それでもいやしくも敦l:i7ころも!.),-I)～,字生:=対して｢講

*な1-1時レ,清.帥)緋･究U.)力がた潮こなる｡ ｣と高弁

を･労してまで,噂生して義姉しているlLたで･ある｡とこ
:ー1° � 剪� �� � ��
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ろが学生は暗今学期末試験中で,私がいくら暴君でも登

山させるわけには行かない｡したがって8月末から館員

や地元の同志のみにゆだねているのだが,山博の陣容は

本館だけの平時編成で,その上御社さんの仕事までかぶ

っている｡したがって現佃ま圧むなく用こ一人が細々と

雷鳥を造っている付表である｡そこで訊封こ関しても私

の心中は最近決してお人:やかで1,まないo

ミイラ取りはミイラになりたくない

今は亡き羽i二日の寸や当よ葦を自慢し｢岩音｣と号して

いた｡お士人の副でも､段＼で大きな十十ラをして'おつ

きの尼値さんを苦笑させたり,大本鳳こくる陸や功の坊

さんに｢クツ坊ト.｣と大喝をくわせることから生じ;I+''

ダ名をとっている｡私は学生に｢雷鳥(セミナ1日画一i

サ) ｣というあだZ.をもらっている｡すく怒る人ほと宮

人なのだが,私の場合溺渦のオやすとちがって小人物

であることによるようだ｡一般には｢すごいファッショ

だ｡恭生だ｣と思はれがちなので大損だが,これで根は

やさしぐ席にもろい万だ｡私自身,自分を｢外面ヤシや

内面ホサツ｣だと思っているし,私ほと人に便ばれて苦

労し,ハカな目をみるお人よしはいないと思っている0

26年に過去5ヶ年)_)苫心力襲って開鱈までこぎつけ定

時,やれやれこれで大町でのご!11-公も終った｡もう思い

接すことなく長野の生活かできると膏んでい7こ｡所が間

解式の目に当時町会議長をざれていた伊藤半二さんが祝

詞の中で｢創業は易く,終業は難しo｣と申され私はカ

クンときて,また頭に血が昇ってしまった｡繭来つつけ

で娼採しつつけ,今年はもう開館十周年がやってくる｡

しかるに果し加､泥沼.,/.)ように,眼前に蘭紺趣が用辞し

ており,当分は足を扱けそうにない｡たまに私はどうし

てこうも馬車馬式にできているUl.)だろう｡こんな仕事-に

どうしてとびこんでしまっ7このかとつくつ(情けなくな

ることがある｡私は定年65才の長野の大半で,他の先生

方のように,自分の研究や自分W'家庭だけの生活をして

安楽に長生きだけをねがって生きていてもよいのにと思

瀬　田圏
～も雲

'*　藷砂

う｡しかしながら私は勿論のこと,一同は今さら手は引

けない｡何故ならばこれで止めてしまえば今日まで捧げ

た15ヶ年の勘､青春がむだになってしまうからだ｡途中

で正める位なら蛤めからやらない万が市民のためだった

からだ｡また公立でよこもつても,長年'･一手かけてきている

と個人のもののように肋移って,出勤河愛ひくてな

らない,,_)で.-i,る｡.111,しけ川ま苫しい年lL･同の力を結集し

てに高時~る_7)久だ｡しかし証'IT(ニ考えるとi両手はIh'-Ill"で

あり, i･''(盲委員会も.i,I-i再, ,湘tti昌.あっても館長もい

るn L;._-_,I,-つ-=台塙臨iirr'る以l ,組織外7_)者,71葺をつつ

こi_,∴ニ′､ニー,圭子よくない-ii-も畑っ"こいる.け:tl,とも刷尊の現

状,.JtL.主ノ･,I-.･ながら私T･+_ちを必要として-いる｡私にしてか

らが自ら,もう私を必要としない段階だど酬斬すれば'

さっさと喜んで身を引く測心でいる｡私は育てることに

喜びがあり,出来上ってしまったものには興味がわかな

い｡私は私自身の職場もあるし,間宮以上のもつと大き

な生きがいもあり,できるたけ早く大町の仕事から去り

たいのた｡

ところでわれわれ同志が幾多の犠裾や苦難にめけすに

日劇こ到達した時はどうだろう｡人は｢山庸都市だから当

然の施設だ｣ま7●こ市立だから市当局や套譲や教育委員会

がすべてを成したと思うだけだ｡またわれわれが犠牲に

跳えられすにilめるならば,とうの割二廃館になってい

るが｢地力財政下ではどたい無理だった｣と事もなげにい

うだろう｡全くわれわれは苦労性というものだ｡ところで

私は今まで必要がないのでなかった力',冬山の5月に始

めて叫の登山靴を求めだが, 9月にはもうカクガクして
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(上)ヒナ連れの採食,ウラジロ女デにとびつこうと

している｡ (下)天敵,イヌワシの荒しよう｡

役に草たなくなっている｡まして過去10年公げの仕事と

して,山行きを重ねている館員の登山靴の消粍ははげし

く,月ぶが終らない中に新しいものを買わねはならぬ状

態を続けている｡ましてその他はいはずもがなである｡

これは大変なことである｡今からでも遅くはないから当

局はぜひ手を打ってもらいたいものだ｡今回の雷鳥の調

査にしても自然園の開園に欠くべからざる仕事であるが

1唾の予算もたしではくれない｡止むなく作戦して県か

ら同志の名を借りて補助金をもらって,始めて仕事を起

した次第であるが,補助金はどこまでも補助金だから足

りる箸はない｡

八月末までに10万の赤字がでているのを含め,次に県

からの補助金がくるまでの4ケ月分の賀用として30万円

を要求した所,議会に審議してもらう前に既に8万円に

減らされている仕末である｡ 8万では赤字を埋めるだけ

にも足りないのである｡ ｢これでは調査ができないがど

うするのか｣と問えば｢予算の範囲でやってくれ｣とい

うたけだ｡ ｢それなら中止しろということか｣と聞けば

言を左右にするだけだ｡しかも雷鳥の研究は個人研究だ

というお役人も市役所にいる｡こういう言こそ大暴言で

ある｡また数年来館員は減らされ,予算は大削減され,

いやしくも調査費,研究費などは開鰭以来1厘でもなく
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棒小屋乗越から見た岩小屋沢岳の一部,稜練近かくの

岩場がライチョウのねやになっている｡

現在は息もだえだえに維持する費用だけである｡しかる

に開館以来止むところなく山博の株は急上昇をつづけ'

今では押しも押されもせぬ日本的な文化施設にのし上っ

ているが,人はこれを何とみているのであろうか｡われ

われがお役所仕華でなく,自らに発して学問研究を続け

て来ているからである｡公げの施設でありながら'われ

われ一部の犠牲を,知っても知らずでも強いているのか

現状ではなかううか｡

以上,事々述べてきたったが,憂町の思いが走りすぎて

失言も多々あると思はれる｡憲のある所だけを汲みとら

れて,山博事業に深い関心と御同情,御協力を頂けるこ

とを切にお願いしたい｡

(信州大学助教榎　本競娼詫)

ライチョウ調査は生態,分布,保護,増殖など

を目的に本年から5力年計画で実施されるもので

第-年次は長野県科学振興会より30万円の助成を

得て行われたものである｡なお本調査推進に当り

種池小屋にはしばしはこ迷惑をおかけしたにもか

かわらず,終始奉仕的なご協力,こ便宜に預り,

調査活動をスムースに進めることができ;こ｡紙上

を借りて謹んでお礼申上げるものである｡
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雷　　鳥　　日

5月31日

｢あー｣とまたあくびが出た｡時計を見たらやつと11

時だ｡時計の針の進みの遅いのにはいささかうんざりす

る｡溝川さん,松尾君(学生)の午後班と,交代の12時

までにまだ1時間もある｡少し位早く果てもよさそうな

ものだと思いながら,小屋の万へ双眼鏡を向ける｡だが

人つこ一人見つからない｡ただ赤い屋根の種池小屋が雪

の中にぽつんと見えるだけ,空は真書に晴れ,陽はカン

カンと照りつけ,雪渓の反射がいやにまぶしい｡下方の

ハイマツの中から高橋君(学生)が真赤に焼けた顔をこ

っちに向けてニヤニヤ笑っている｡彼も同様,小屋の万

が気になるらしい｡二人とも,午前2時から雷鳥夫婦の

尻を追い続け,いったん見失ったら調査は行きずまって

しまうので緊張の連続だった｡あと1時間,どうか動か

ないでいてくれと思わす手をあわせる｡雷鳥は依然30cm

位のハイマツの間の草つきで採食したり,たたずんだり

という状態を続けている｡連日の渡れが出たのか,高山

曜物の緑のベットでひと眠りという誘惑との戦いはまっ

たく苦桶だ｡ 11時半,雪渓の上に二つの黒い影を発見,

雷鳥のいるのも忘れ,思わす手を振ってしまった｡だが

彼らの動きはまったくはかゆい｡昼飯を食べてきたのか

と疑いたくなる｡

腹の虫が鳴き出した｡いよいよ任務交代かと思うと,ほ

っとし,無事雷鳥の引き渡しができるのかうれしく思え

た｡

6月10日

調査が行きずまってしまった｡というのは,ここ2,

3日,　昼間メスはハイマツの中に入ってしまい観察で

きないのた,営巣期か産卵期へ入ったのではないかと考

看られ,撲たちもいささかあせりが出る｡どうしても'

メスの行動をつかまぬことには,仕種史で一番大切な蕃

殖習性を知ることができない｡今朝も高橋さん,八幡さ

ん(学生)たちは, 9時単項,がんじんのメスを見失っ

てしまったとのことだ｡だがさいわい12時近くにさがし

出して,浅原告と僕の午後班に渡してくれた｡ a,/tJざん

さがしたのだろう｡二人とも汗がふきだしている｡

撲たち二人は,尾根から少し下った埠つきに採食してい

る露骨をはさみ, 10mほど離れたハイマツの中から気づ

かれぬよう観察する｡だが雷鳥の動きが早くなり,ハイ

マツの中などへ入るともうそんなことをいってはいられ

ない｡いつもここでまかれてしまうのた,無秦とは知り

ながら,雷鳥と2mから5mの駈雛で追跡だ｡僕が見え

ぬ時には浅原君が見ていて指で示してくれる｡メスはし

きりにハイマソを潜るのに,錐は僕たちの頭上を, ｢クェ

醍
中　島　克　広

一｣と鳴いて飛翔する｡雌を守る行動だろう｡本能とは

いえ,なかなか暖かい夫婦愛である,だが感心している

わけにはいかない｡雌からは一瞬たりとも白老はなすこ

とが許されぬ｡そのうち,雌も10mほどの飛翔を始めた

｢そっちだ｣, ｢あっちだ｣と二人とも夢中である｡ふ

と消えたと思ったら,足もとの50cmほどのハイでソの下

にしゃがんでいる｡動きそうもないので, 1 1n位の距離

で趣って観察する｡まさか後でこれが巣だとは想像がつ

かなかったので,雷鳥とのにらめっこに真剣だった｡ 6

時頃飛び立った後を見ると,地上へキバナシヤクナケや

ハイマツの楢葉で粗末な巣が作ってあり,卵が4コあっ

た｡うれしくてとび上らんばかりだった｡大きな関門を

打ち破ったのだ,これで雷鳥調査も再び軌道-乗ること

であろう｡

7月28日

ものすごい降りだ｡扇沢まで乗せて来てくれた運転手

さんが｢大丈夫ですか?｣と心配してくれたが,いつも

より数倍も水かさが増し,茶色に濁り,荒れくるった扇

沢を見上げると,いささか怖気すいてしまった｡常識で

は当然登I山ま中止である｡だが山では,三石君ら仲間4

人が雷鳥調査に頑摂っている｡彼らは明日下山の予定で

あるが,調査人員不足のためもう一週間頑張ってもらう

事になった｡そのため,大至急彼らに伝言と食料が必要

である｡雨はようしゃなく降る｡カッパをつけているの

で歩きにくい上に石が滑ってひっくり返りそうになるo

下を向いて,だまて,ただ歩くだけであるo道が流され

ていて大きく速回したり,浅瀬を歩いたり,落石に脅か

されて走ったりでさんざんな目にあった｡奥小沢では3

00mもさか登ってようやく渡る事ができた｡上ではどん

なかと山の連中の尊が心配になる,雨,が降っても観察は

続けることになっているのた｡ 12時半に二俣に清く｡む

すひを食べたがまったく味がなく, 1コをつめこむのが

精一称だった｡掛目さんどよここで別れ,僕たちは瞳根

にとりついた｡洪水や落石の,心細ま厭くなったが滑って

想うように登れすまた登山路はIIiとなっていて,水の中

を登らねはならなかった○

汗と雨とで体はど､ノンョリとなり,リュック･D重みがま

すます輔i∃にくいこむ｡ 2時半にようやく極地中風二膚

いた｡やや小雨となったが,尾根は駄速15時まとのすご

い韻が吹きまくっていた｡小屋-かけこみ,夏の顔を見

るとほっとした｡皆な真窯でひげかのひ,噛だけがいや

に_白い｡明月,I,.)~回l,'生霊しみにしているだろう｡おずお

ずと,あと1週間の調査をたのむと快よく｢OK｣をし

てくれた,実にフナ(卜のある連中でう′れしく思つ7iこ○

(信州大学教育学部　生物学教室学生)
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雷　鳥　観　察

○はじめに

アフリカの替林でゴリラの生態を調査した河合雅雄氏

は,その著｢ゴリラ探検記｣に次のように書いているo

｢野外調査というものは最初の10日ないし20日というも

のは,雲をつかむようないらだたしい状態が続くが,そ

れが過ぎると,対象が明確になるとともに,新しい事実

が次々とでてくるものだ｡そして野外研究者のみが味わ

うことのできる体がしびれるような感激の瞬間がおとす

礼,観察記録も飛躍的に充実していくものだ｡ ｣この言

葉は我々の雷鳥調査にも全くあてはまる｡

新事実が刻々と明らかになり,ジャーナリズムが撃々

しく取上げた陰には,薗桜山で雷鳥を追う観察者の血の

出るような忍耐と努力があったのである｡

｢雲をつかむようないらだたしい状態｣の中の雷鳥観

察者の悲聾こもごもの生態,その中の2, 3をクローズ

アップしてみたい｡

○全然ロマンチックでない話

どうして山に登る?との問に,かの有名な登山家マロ

リーは｢そこに山があるからだ｡ ｣と解ったような解ら

ないような名答をしたという｡

ある女性が私に同じ質問をした｡別に私をマロリーと

思ったからではない｡きたならしい身なりで大通りを,

のそのそ養いていたのを奇妙に思ったからに他ならない

｢そこに雷鳥がいるからだ｣などと気取ったって通する

相手でないから,雷鳥を調査していると答えると｢あら

ロマンチックね｡ ｣とのたまり｢でも-｣と私のからだ

をジロジロ見廻した｡その時の私のスタイルはあまりに

もアンチ･ロマンたったのである｡

北アルプスで霜鳥の観察をしているというと大抵の人

はすはらしいという｡私にとっては地獄の苦しみだとい

うことも知らないで｡

真夜中の2時頃から硬の8時, 9時まで,文字通り-

雑　誌

三　石　純

日中,すべり落ちたらとうてい助からない急な雪孫や,

身の丈程のハイマツのブッシュの中をクタクタになって

歩きまわる｡垢にまみれた体,雪焼けと不精髭で真黒の

顔,皿歩った眼玉を異様に光らせて,雨の日も風の日も

雷鳥の尻をこそこそつけまわす｡これが雷鳥調査の実体

だ｡そこにはロマンチックの一片もない｡良いデータを

獲得するためには雷鳥と全く同じ行動をすることが要求

されたあまりにも苦しい毎日だったo

O交尾の話

蕃殖期の初期の雌雄を追っていたとき,我々は観察を

交代する時,いつもこんな言葉を交した｡ ｢交尾はした

かい?｣ ｢いやしない｡ ｣この行為に対する関心は異状

なほどだった｡別に仙人生活のフラストレーションの現

れではない｡純粋に科学的興味を抱いていたのである｡

｢蕃殖期中心の生活史の研究｣がテーマであってみれば

雨が降っても強風が吹いても,寒さや空腹や眠気を我慢

して観察しているのは,すべてこの科学的事実を見極め

るためだといっても過言でないo雷鳥の交尾を観察する

ということは,ケネディ大統領とエリザベス女王のラブ

シーンを見ることより興味のあることなのであるoこん

なに探究心に燃えている気特も察せず,彼等は一度も科

学的事実を示してはくれなかった｡別にはすかしかる程

のことじゃないのに･･････-｡

〇回ザリアに逢った話

梅雨期の頃の話である｡我々は巣をさがしてビショ寵

になって歩き廻った｡一週間以上の雨との斗にもかかわ

らず,成果は上らなかった｡入山以来,パーテのヒゲ面

以外女性は勿論のこと登山者一人逢っていない｡四人と

もホームシックでイライラしていたoしかし雨のため交

代要員の上ってくる見込もなかった｡

そんなある日'私は冷池小屋へ用事にでかけた｡庭で

薪を割っていたお爺さんに用件を話し帰ろうとしだ時で

ある｡暗い小屋の中から赤いセーターの若い女性が突然

現われた｡私の心臓は高鳴り,頭に血がカーとのぼった

まったく久しぶりに見る女性の姿だったo　円山の娘ロサ

リアよってこんな女性なんだろう｡とっさに歌の文句を

櫨い出した｡私があまりジロンロ見たのでロザリアは気

味悪そうに,小屋に入ってしまった｡

夕食の時きつそく話すと, ｢何才くらいだ｣とか｢ク

ラマーか｣などと根ホリ歯ホリ,皆異様な関心を示す｡

中には' ｢よし'明日は俺が行くo何か用事はないか｣

という元気な奴もいた｡

それから一週間後,交代要員がやつと上ってきた｡

(信州大学教育学部　生物学教室学生)



③　　　961.9.25　　　　　山　　と　博　物　館

博物館の協議会委員
大倉一雄　大町市立常盤小学校長,平林武夫　大河両立

第2中学校長,武軸民　会社員()調川の会) '坂井行

信,会社員(大町iJi面会) ,菅沢7'＼漉　農業(大師市連

育),平林はるゑ(勅､会),旧F源平　毎日新聞大

町支局長　広刀成茂　農業(宜蟻),曽樹京義郎　会社

社長(〟),平祐宗兵衛　会社員(〟)'OrJ=瀧漢喜

会社社長(〟),成沢茂三郎　農薬(〝ら奥原-蛋

臨斗医(〟),武井勇　NHK大町支局長,碇瞭鉄夫

大皿単称署長,陶善雄富与　国鉄職員, △石原守明　会社

員,長沢欽平,日原和美　大間果鰻所長,田中操　大町

面公民館長　　○副委員長　△帥副委員長

動･植物園管理係の後任
故神社唯七氏の後任を人事孫で暮集中であっ7こか'こ

のほど荒井幸徳氏(42才･堀六日町)が9月26日から就

出した｡今後動･舶勿の世話をしたり,矧罰の整備'市

民との違約こ当る｡

ライチョウ冬の調査
今年5刷0日より,長野県持出耀桧の助成を得て'

｢用和親雛官はもうからないからア′､-トにしろ｣と

ある再会議員硝F年,発F_--.し7こという話は'良識ある

多くの両氏に,私たち).)選良の宍間柱二対し･瓢日を持

たせたもしJjだったが,いまとなって8-え油5'この博

物飾J)実質がわからない暴言が高､えって｢大冊旧刊博

物館｣を支出し,煉化しようとする巾民の与論をi言捗

るこどこなったのほ,皮肉なことで.写)つた｡

皇太子や高松宮がこ覧こなら両こということも'肩

民にあらためて博物蕪の真

備を伍(謂訟させた｡ややも

すれば,一般3.)事業TJ,第1に

誇　り　得　る　遺

私たち　の子

宜白き諦萄ないまの-rl政の.戸で,冊猟はその乏し

い予算で古訓i先を続け,申臭の大綱忙スノーフ競

争をさせたDも,いうな汗ま大姉日の市政の当事者た

ちの,鞘姻高二対する姐雄な羅巌よりも･ ~マスコミを

動かす全国の世論のほうがわが国で唯一のi亜博物館

の得色を,高く評価している証拠だというのも･これ

また皮肉なことである｡

私たちの郷土における歴史の中で･私たちがその子

孫に遭畦として誇り

私は思う　iii,--iii問=i画一間

お願い　本紙の膳詭ご希望Djjは1カ年購読料20

0円(郵送料とも)を現金善部または郵便為替,

郵便切手で長野県大町市,大町山岳博物館あてど

送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館

継続中のライチョウの生態調査は今冬も行なわれること

になった｡今夏,博物館学芸員,調査員,需用大学教育

雪割草生ら延べ7 0 4人によって幾多の収麓をおさめて

きたが,さらに冬の生態は全く未知の世界なので'寄せ

られている期待は大きい｡厳しい気象案件のもとでは･

相当な苫斗と忍耐が予思され,今からその計画と鞘凱二

に殺されている｡

今年で博物館も10才"

大冊し幅博物鱈が酷刑26年11月1日開館以来･今年で

湘0才を数えることになる｡そこで10周年を記念し~二･

恒例の文化祭を始め,多彩な10周年行事を催す計百で濫

掘中である｡

資　　料　　寄　　贈

申No348. 349隣浜刷毛会,登繋No285東京線上旧套･

おいらく用手套月報No.17.18.19.20おいらく山百会,0

MCレポートNo140奥多摩山岳会,図二立公園No139-14

咽立公園協会,館報No7.2大阪市立自然科学博物館･

Nature Study･ No†. 7大阪市子I二目然科学博物館,巾と渓谷

No2691日と渓谷社,モンキーNo42日本モンキーセこ,-1-

iii用…同州IIi剛iii…剛ii……ii-Iii…iililiiiiliI仙川iiii……iiiiii…iiiiiiil…i)i剛…iiliii聞出Iii剛川間i…≡

得るもののひとつに,私はこの博物館紡げることが…

できると思っている｡もつとノこきないい力をするなら　三

.I-I,蛤､や囲IJ'i_幅文化史の坤こ｢大剛l師1.1-I''痛言

｣ I)巧韻が強く刻みこま,れるであろう｡

私は教育委員描鼓中から,教育は生棒だ,と土工し…

た｡教育は人間の細を拡大再生産させるばかりでな…

く,通に社会の物質力を発展させる神秘な力を克って;
i,.う｡こ.,/)論理の実,〟ilを罷教育施設としての,こ]_) i

iL膚博離宮に私は.注したC ､

産　を

孫に残そ　う
ま10才の誕生日を迎えようと

する博物館ま,ある柑ユニ･iL

を証明してくれた｡それは新しい七才レ-シ　ヨ∴二'

白黒を愛し,探究しようとする豊かな輔車をふき二人

でくれたし,ま;こ黒部の閥磐.i-1各線の料亭調査ふ｢'∴可

地力の経済発展に大きな原動力となってく一高こ｡

この勘勿館よもうからないどころか,よその他或社

会ではまねのできない鞘掴'JT,物矧的相星大なモ'ナ

〔不時.,.'E)を,人間面民に与えてくれたのである｡

ほんとうの教育とは,このようなものであると私iま

いまもなお強く信じている｡　　　(阿部酉与)
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